
熊本県に再びまん延防止等重点措置が適用中
全国的な感染拡大が止まりません。熊本県においても、新規感染者が 1,000 人を超

える日もあり、県リスクレベルは上から２番目の「３ ：対策強化レベル」となっています。

そして、１月２１日から２月１３日まで新型インフルエンザ等対策特別措

置法第３１条の４第１項に基づく「まん延防止等重点措置」の熊本県へ

の適用が決定されました。それに伴い、住吉中校区の３校の小中学校

は、今週から短縮日課にし、午後３時までには下校できるようにしてい

ます。また、音楽室と５年生教室には高性能の空気清浄機を設置し、

５年生の机に設置していたパーティーションを撤去しました。今後も、

できる限りの感染症対策を講じていきながら学習保障をしていきます。

おいしい給食、ありがとう～給食週間～
１月２４日（月）から２８日（金）が、本年度

の給食週間でした。今では当たり前のように

毎日食べている給食ですが、明治２ ２年に

山形県で実施されたものが起源とされ、全

国の小学校が対象になったのは昭和２７年

のことです。そこに至るまでもそれ以降も様

々 な 取 組 が な さ れ

て 今 日 に 至 っ て い

ます。それも 、大切

な子どもたちの成長

の基となる食を保障

し よ う と 進め られて

きた こ と だ と 思いま

す。給食集会では、

宇土市の栄養教諭

の先生にリモートで

参加していただき、

給食の歴史や給食

に関わるクイズなど

によりたくさんのこと

を教えていただきました。しかし、給食はあ

くまでも１日３食の中の１食でしかありません

し、中学校までで終わってしまいます。自分

の体のため、健康のため、自分で考えてバ

ランスの良い食事をとれるようになっていっ

てほしいです。
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校訓／教育目標
かしこく やさしく たくましく

生きる力を身につけ、
夢に向かって伸び合う緑っ子の育成

「ダメ。ゼッタイ。」

～６年生薬物乱用防止教室～
「薬物乱用」と聞くと、どこか遠くの誰

かの話で、自分たちにはあまり関係がな

いよ うな気がしてしまいます 。 しかし最

近の事件では、ごく普通の学生がネット

等 か ら 手 に

入れたり 、誰

か か ら 勧 め

られ た り し て

手を出してし

ま う こ と も 珍

しくないようです。今回、子どもたちは、

まずは正しい知識から判断して「決して

手を出したく

な い も の 」 と

い う こ と を し

っ か り と 学

び 、 そ れ で

も あ るか も し

れない危機に対して「どう断るか」という

ことを学びました。今回の学習を忘れず

対処していってほしいと思います。

緑川小学校ホームページ
※危機管理マニュアルも掲載しています。ご覧ください。

（ https://www.city.uto.lg.jp/school/midorikawa-es/）

めざす児童像

①めあてをもち、進んで学ぶ子

②礼儀正しく思いやりのある子

③健康でたくましい子

④郷土を愛し、誇りをもつ子
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